
小樽市子ども・子育て支援事業計画の進捗状況（平成２９年度実績）

■平成２９年度 教育・保育：「需要量の見込み」に対する「確保の内容」及び「実施時期」　　(※事業計画書20ページ一部抜粋)
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　保育所部分の利用定員（確保方策）は、平成26年度に本計画を策定後、認定こども園への移行及び企業主導型保育施設の開設（認可外保育施
設に含まれる）があったものの、認可外保育施設の廃止により保育所部分の全体では計画策定時と比べて16名の減少となった。
　平成30年３月現在では、幼稚園部分の利用定員1,544名に対し1,159名の利用実績があり、保育所部分では1,484名の利用定員に対し1,524名の必
要量となった（うち保育所等入所児童数は1,469名、入所待ち児童数は55名）。
　この結果から、保育所部分において、定員弾力化（一定の条件の下での定員を超えての受入れ）により可能な限り受入れできるよう努めてはいる
が、利用定員としては40名不足しており、また、特定の保育施設への入所希望や、保育士不足から各保育施設において十分な保育士数を確保でき
ていない状況があり、希望する保育所等に入所することができない入所待ち児童もいることから、保育所部分の定員の確保及び保育士の確保が課
題である。
　今後も、従来型の幼稚園や認可保育所から子ども・子育て支援新制度幼稚園や認定こども園へ移行する施設が増えることが予想されるところで
あり、利用定員の設定については、事業者の意向を踏まえ、市全体の保育需要の状況を勘案しながら進める必要があると考える。
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平成２９年度の取組と今後の事業計画、課題等
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